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学 位 論 文 要 旨 

 

Randomized controlled trial comparing the usefulness of endoscopic ultrasound 

processor 

（超音波内視鏡プロセッサーの有用性を比較する無作為化比較試験） 

 

 超音波内視鏡検査（EUS）は胆膵疾患の診断に有用であるが、手技の習熟が困難なため多

くの施設でおこなっているわけではない。オリンパスからEU-ME2/GF-UCT260が、富士フィ

ルムからSU-1/EG580UTが新しいEUS機器として発売された。新旧のEUS機器を比較した報告

はこれまでにも散見されるが、最新機種の画質や内視鏡の操作性を比較した報告はない。

そこで著者らはこれらの2種のEUS機器の有用性を比較することを目的とし、検討をおこな

った。 

 

方 法 

 超音波内視鏡下穿刺吸引法（EUS-FNA）による精査が必要と判断された連続40症例を対象

とした。これらを2群に分け（1群：EUSによる観察をEU-ME2/GF-UCT260を用いて、EUS-FNA

による組織採取をSU-1/EG580UTを用いておこなう、2群：EUSによる観察をSU-1/EG580UTを

用いて、EUS-FNAによる組織採取をEU-ME2/GF-UCT260を用いておこなう）、それぞれの機器

での超音波画像（境界、内部エコー、隔壁）、内視鏡の挿入性（梨状窩、幽門輪、上十二

指腸角）、消化管の直視認性を5段階スケールで主観的に評価し、有用性の比較検討をおこ

なった。 

 

結 果 

 対象患者の年齢中央値は71.5歳（範囲：38～85）で、男性が19人であった。対象患者の

主病変はそれぞれ膵癌が20例（50％）、膵神経内分泌腫瘍（P-NET）が3例（7.5％）、GIST

が2例（5％）、悪性リンパ腫が2例（5％）であり他病変は9例（22.5％）が良性疾患、4例

（10％）が悪性疾患であった。両EUS機器による検査時間はSU-1/EG580UTが1195（±392）

秒、EU-ME2/GF-UCT260が1130（±443）秒と有意差は認めなかった（p=0.442）。SU-1/EG580UT

群ではEU-ME2/GF-UCT260群に比べて超音波画像での病変の境界（p<0.001）、内部エコー

（p<0.001）の描出が明らかに良好であった。また、スコープの挿入性に関しても 

梨状窩（p=0.018）、幽門輪（p<0.001）、上十二指腸角（p<0.001）とすべての項目で有意



差をもってSU-1/EG580UT群が上回った。さらに、消化管の直視認性（p<0.001）についても

SU-1/EG580UT群が上回る結果となった。 

 

考 察 

 先行研究のない最新のEUS機器の性能について比較をおこなった結果、病変の境界や内部

エコーといった超音波画像の描出能、また、梨状窩や幽門輪、上十二指腸角を通過する際

の内視鏡の挿入性、さらには消化管の直視認性といった本研究で検定可能であったすべて

のパラメーターにおいてSU-1/EG580UT群が有意差を持ってEU-ME2/GF-UCT260群を上回った。

超音波画像の優越性についてはオリンパスと富士フィルムともにEUSのスコープやプロセ

ッサー共に詳細なデータやメカニズムを公開していないため理由を説明することは難しい。

ただ、新旧のEUS機器での性能比較で新機種の性能向上を示す先行研究がIoannis S. 

Papanikolaou、潟沼朗生によって報告されており、SU-1/EG580UTがEU-ME2/GF-UCT260の発

売から5年後に発売されていることを考えると、5年間という期間は機器の進歩は十分考え

られる期間である。また、挿入性や消化管の直視認性に関しては、スコープの視野方向が

EG-580UTが40 °、UCT-260が55 °とEG-580UTのほうが角度が浅いこと、さらには視野角が

EG-580UTが140 °であるのに対してCT-260が100 °とEG-580UTが広角であることも消化管

を観察できることが良好な結果に繋がったものと考える。本研究は未検討ではあるが、

EG-580UTは先端硬性部が40 mmとなっており、UCT260の45 mmに比較して短いことから、十

二指腸下行部走査時にスコープが胃内に抜けやすいことがあげられるが、硬性部の長さが

短いことで視野角が浅くなり、挿入性の向上に寄与しているため、両者のバランスを検討

することでさらなる挿入性能の改善が期待できると考えられる。 

 

結 論 

 超音波内視鏡下では超音波画質、内視鏡の操作性、消化管観察能いずれにおいても

SU-1/EG-580UTはEU-ME2/GF-UCT260と比較して優れた性能を示した。 


